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平成22年３月 23.3％ 12.5％ 10.7％
平成21年３月 28.3％ 11.5％ 8.9％ 8.4％
平成20年３月 30.0％ 12.2％ 9.5％ 8.3%



























































































実施日 内容 講師・ゲスト 参加人数





３ 10／22 自己PRを深めるワークショップ キャリア救急センター　片岡佑之氏 16名
４ 10／29 キャリアカフェ① はるやま商事株式会社法人課課長（大学担当） ８名





























12 １／21 模擬グループディスカッション 中村，平山（キャリアセンター職員）





















































回数 実施日 内容 講師
１ ９月24日 全体会
２ 10月１日 「働く」をイメージする 株式会社パソナ岡山　経営企画室　
３ 10月15日 学長講話 中原　忠男学長
４ 10月22日 自己分析の重要性 キャリア救急センター　片岡佑之氏
５ 10月29日 身だしなみとマナー はるやま商事株式会社
６ 11月５日 仕事研究 キャリア救急センター　片岡佑之氏
７ 11月13日 業界研究①食品メーカー／スポーツ業界 カバヤ食品株式会社／株式会社岡山スポーツ会館　
８ 11月19日 いよいよエントリー 株式会社マイナビ　
９ 11月26日 合説の歩き方／４年生の話を聞こう シーズ株式会社











13 １月７日 エントリーシート，履歴書 株式会社マイナビ　
14 １月21日 理事長講話 大橋　博理事長
15 １月28日 面接 株式会社リクルートキャリア　
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少人数でも回数を多くミニ講座を実施する。
【内容】SPI対策，メイクアップ，履歴書，エント
リーシート，グループディスカッション，面接そのほ
か。合計50回以上実施（2012年12月〜2013年10月頃）
必修授業「キャリアデザインの取組みキャリアセン
ター・企業等就職支援室では，企業就職を希望する３
年生（後期）を対象に以下の支援プログラムを必修科
目「キャリアデザイン」において実施している。今期
の受講者は166名。
　ただ単に，就職活動のノウハウを身につけるという
ものではなく，まずは働くことの意味や意義を見出す
ことを出発点とし，自分の将来を「デザイン」できる
ようになることを目指す。また，できるだけ多くの
「働く人」の話を聞き，その人たちの考え方に触れる
ことによって，自分の視野と価値観を広げることの重
要性への気づきを重視する。
【キャリアデザイン受講者の感想】
・ 「人間は誰もが何か役割を持って生れてきている。
働くということは，その役割を果たすこと」という
言葉に驚いた。私も自分の役割のために働きたいと
思う。
・ 人間性を磨くことで，自分が本当に行きたい企業に
就職できる可能性が広がる。今まではスポーツばか
りやってきて自分の将来について真剣に考えたこと
はなかったが，これからは目標に向かって進んでい
きたい。自分のためだったら途中で投げ出してしま
うが，他人のためだったら壁にぶつかってもがんば
れる。
・ なんのために働くのかということの答えは，「幸せ
な人生のため」につながり，それは「周りの人から
必要とされる人生」でもある。そうなるために，目
的を持っておくことが大切だと感じた。
・ 成功のカギは見えない部分にあるという話のなかで
「普段のことが大事」と言われたときに，今自分た
ちがやっている「挨拶」などは無駄ではない，これ
からの自分のためにあるんだと思った。
・ 会社に入ることが目的なのではなく，入社して人か
ら必要とされることが幸せなのだと思った。
・ どんな仕事でも「やり方」ではなく「あり方」が大
切であり，人間性が養われている人でなければ結果
はついてこないし，社会で相手にされないというこ
とを思い知った。
・ 自己分析をしてみて，自分の長所や強みを文章で表
現するのは難しいと思った。この授業を通して，こ
ういったことを身につけていきたい。
・ 体育会系の学生は就職に強いと言われ，とても心強
く感じた。今まで頑張ってきたことが強みになる。
もう一度自分を見つめて，自分が今までしてきたこ
とを整理していきたい。
・ 文章を書くことは苦手だが，今日のワークをやって，
自己PRを考えるのがとても楽しみになってきた。
（３）４年生対象授業「キャリアサポート」の取組み
　キャリアセンター・企業等就職支援室では，４年生
（前期）の選択科目「キャリアサポート」を担当して
いる。今期は「みんなで勝ち取る内定」をテーマに掲
げ，内定獲得に向け，演習を中心とする授業内容で展
開した。
　たとえば，「面接練習」は４回行っているが，それ
ぞれの回で演習方法を変え，幅広い視点で自己を振り
返りながら就活を進められることに重点を置いた。
　今期の受講者は17名で，この授業を通して就活への
意識が高まった結果，３名を除き10月までに内定を獲
得することができた（３名のうち１名は12月に内定獲
得，１名は現在も就職活動継続中，１名は留年の可能
性あり）。
（４）求人票など管理への取組み
　求人票については，下記３つの方法で管理し，学生
はいずれの方法からでも同一の情報を得ることができ
る。
　１．室内掲示
　２．企業別ファイリング
　３．Web掲載
①室内掲示について
　学校に到着した求人票は，受理日を押印の上，最新
のものが上に来るようコピーを掲示する。求人票は16
の業種別に掲示するとともに，用紙の色によって求人
年度を判別できるように工夫している。
　情報の速さと見やすさを優先しているものと言え
る。
②企業別ファイリングについて
　１企業につき１つのファイルへファイリングしてい
る。掲示と大きく異なる点は，過去の求人票やパンフ
レットも見ることができる点である。情報蓄積を優先
しているものと言える。
③Web掲載について
　速さと手軽さを優先しているもの。
　学内学生支援システム（GAKUEN）を利用してお
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り，学生はユニバーサルパスポートから求人情報を得
ることができる。GAKUENとは学籍情報管理システ
ムのことであり，下記５つの機能を保有する。
　ⅰ入試
　ⅱ就職（求人登録）
　ⅲ教務
　ⅳ校友会
　ⅴ学費
　しかしこれまで，ⅱ就職の機能はこれまで活用され
てこなかった。
　この度，就職機能を稼働させることにより，学生の
就職活動支援を更に強化した。
　『就職』は大きく下記３つの機能を保有する。
　ⅰ企業情報管理（企業情報登録）
　ⅱ 求人情報管理（求人票発送管理，求人票受納管
理，求人情報登録）
　ⅲ 学籍情報管理（受験状況登録，進路状況登録，卒
業生情報登録）
　また，この機能を稼働することにより，下記２点の
改善が期待できる。
　１．学生求人情報をいつでも得ることが可能
　２．全教職員と求人情報共有が可能
（５）学内企業説明会の取組み
①学内合同企業説明会
　３年生対象としては2013年２月15日（金）に，30社
の参画を得て開催の予定（昨年実績25社）。採用また
は内定実績のある企業を中心に誘致し，卒業生または
学生（４年生）もブースに同席してもらうことで，学
生と企業との距離短縮を狙う。
　４年生対象としては，2012年９月25日に15社の参画
を得て実施。進路未決定者20名が参加し，１名あたり
のブース訪問数は2.5社。
②学内単独企業説明会
　３年生対象としては，2013年１〜３月にかけて随時
実施の予定。参画企業目標数は10社（昨年度実績９
社）。４年生対象としては，５月以降に実施した。
（６）学外合同企業説明会バスツアーの実施
　早期に学生の就活意識を高めることを主目的に，以
下のバスツアーを実施した。今期は，12月１日の解禁
日が週末であったため，そこからバスツアーをスター
ト。全国の「就活生」の生の姿を見せることは，非常
に刺激となるものであったと推察できる。
【学外バスツアーの実施状況】
実施日 行き先
参加
者数
ブース訪問
平均社数
2012年
12月１日，２日
Yahoo!ドーム
（福岡県福岡
市）
35名
１日目　4.6社
２日目　5.3社
2012年
12月22日
広島サンプラ
ザホール（広
島県広島市）
33名 4.7社
2013年
１月13日
インテックス
大阪（大阪府
大阪市）
31名 5.3社
【バスツアー参加者の感想】
・ 就活スタートとして今回の合同説明会に参加でき
て，とても良い刺激を受けた。その会社の人から直
接話を聞くことでイメージがしやすいし，その会社
の雰囲気も感じられるのでいい経験になった。（福
岡）
・ どの学生にとっても初めての説明会だけど，他の人
たちの意識や意欲が自分とは違うなと思った。もっ
と調べてから来ておけば，講演会など自分の為にな
る話を聞いたりできたと思い少し後悔した。でも実
際に参加したことで気付く事が多く，収穫もたくさ
んあった。（福岡）
・ 直接企業の人の話を聞くことでＨＰやパンフレット
では得られない情報を知ることができた。どの企業
にも共通して言えることは仕事を楽しむことと，仕
事を通して自分を成長させることができるというこ
と。そして，ほとんどの企業が「人物重視」と言わ
れていた。これまでの経験が役に立つ時だと感じて
いる。しっかり今まで自分がやってきたことをまと
め，伝えられるよう練習したい。（福岡）
・ 思ったよりもたくさんの人がいて，正直驚いた。し
かも多くの学生がかなり高い意識を持っていて，そ
れが格好からもメモからも感じられた。環太平洋大
学内だけにいるのでは世間の流れというのをきっち
りと把握しきれないということに気付いた。（広島）
・ 今日の合説までやりたいことがなかったが，いろい
ろな分野に興味が出てきた。これを機に企業研究を
していき，自分が本当にしたいことと合わせていき
たい。（広島）
・ 今回は，４回目の合同説明会であった。話の聞き方
が大分わかってきた。どこの企業も積極性や自律性
を持っている学生を欲しがっている。また，向上心
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という言葉もよくきく。上手く自分をアピールして
いる学生もいるので，会社の説明だけでなく，上手
い学生のテクニックなども盗んで，これからもっと
自分も売り込んでいきたい。（広島）
（７）相談対応
　日々の業務において，もっとも比率が高いものとし
て学生への相談対応が挙げられる。相談内容として
は，「自分がどんな職業に向いているのかわからない」
「何から手をつけていいのかわからない」といった初
歩的なものから，具体的なエントリーシートや履歴書
の添削，面接指導など多岐に渡る。
　キャリアセンター・企業等就職支援室には，キャリ
ア・ディベロップメント・アドバイザーの有資格者が
常駐し，単に就職活動の技術を伝えることに終始せ
ず，学生自らが考え，動き，将来に向けて本人が「納
得のいく」進路を選びとることができるよう留意し
ている。2012年４月以降の相談件数は，のべ1,246件
（2013年１月９日現在）。３名の職員が対応に当たって
いる。また，今期より各学科の教員が交代でキャリア
センター・企業等就職支援室に在室し，各学科特有の
就職相談に対応する可能性を探った。
５．まとめ
　就職支援は，キャリアセンターだけで完結するもの
ではない。キャリアセンターに来室する学生のみの対
応では，来室しない意欲が低い学生への支援までは至
らない。故に，マス的な支援体制と個別支援体制の２
本立てでの支援が必要である。また，学生は学部に所
属しており，学部教員との連携は必須要件である。本
学の特徴は，学部教員をキャリアセンターの相談員と
して週５日配置し，相談体制を敷いていることであ
る。これにより，学生とキャリアセンターをつなぐ役
割を担うだけでなく，学部とキャリアセンターをつな
げる役割も果たすことができる。結果として，キャリ
アセンターに来室せず就職活動を始めていない学生や
停滞している学生を抽出し，連絡を取り個別支援に当
たることができている。就職活動は，学生達にとっ
て，大変大きな障壁であり，不安意識が高い。一度大
きな壁にぶつかると立ち止まってしまう学生も少なか
らずいることから，学部との連携は今後さらに重要に
なるのではないだろうか。
　現在の，キャリアセンター・企業等就職支援室は，
今年度より開設された。現体制が整って以来初めて，
いわゆる「就活早期」の時点から関わることが可能に
なったのは2014年卒業の現３年生であり，そういう意
味ではここから真価が問われることになると考える。
　今期は，「翔志会」の開始，情報の整備など新しい
ことに取り組んだ。まだ，３年生の結論は出ていない
が，学生が主体的に就職活動に関わるための支援体
制が整備されつつある。「活動」するのはあくまで学
生本人であり，キャリアセンター・企業等就職支援室
としては個別対応を徹底しつつも，学生が「よりかか
る存在」ではなく「ひとり立ちを支援する存在」にな
ることを目指していく。「就職率100％」を目指すと同
時に離職率を低下させることは，ひとり一人の学生の
「キャリア」として望ましいのではないだろうか。
